
3-810-653-03 (1)

コードレス
マイクロホンシステム

Sony Corporation © 1995  Printed in Japan

IFM-V1K

保証書とアフターサービス

保証書
• この製品には保証書が添付されていますので、
お買い上げの際お受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのう
え、大切に保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べくださ
い。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただき
ます。くわしくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望に
より有料修理させていただきます。

主な仕様
一般仕様
変調方式 周波数変調
搬送波周波数 MIC1　3.7MHz

MIC2　3.2MHz
到達範囲 約16m2（壁、天井で囲まれた空間）
音声信号出力レベル

–53±4dB（0dB=1V/Pa,1kHz）
周波数特性 80～15,000Hz

コードレスマイクロホン　IFM-V1
電源 DC 3V（単3形乾電池x2）
最大外形寸法 約53.4×244mm（直径／長さ）
質量 約200g（アルカリ乾電池含む）

赤外光レシーバー　IFM-AR1
電源 付属のACパワーアダプター

（OUTPUT: DC 9V、100mA）
出力コード 約3mm×3m（直径／長さ）（金メッキ

ミニプラグ付き）
最大外形寸法 約95×112×58mm（幅／高さ／奥行

き）
質量 約190g（出力コード含む）

付属品
ACパワーアダプター（1）
プラグアダプター（1）
取り付けネジ（1）
単3形アルカリ乾電池（2）
取扱説明書（1）
保証書（1）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更するこ
とがありますが、ご了承ください。

主な特長
本機は赤外光を使用したボーカル用コードレスマ
イクロホンと赤外光レシーバーを組み合わせた高
音質コードレスマイクロホンシステムです。赤外
光レシーバーをMIC（マイクロホン）入力端子の
あるオーディオ機器やビデオディスク機器などに
接続するだけで、マイクロホンのコードにわずら
わされることなくカラオケなどが楽しめます。
• コードレスマイクロホンから常に安定した赤外
光の供給を可能にした、円錐形ミラー方式

• 外来ノイズなどの影響を受けにくい赤外光を利
用した、コードレスマイクロホンシステム

• 赤外光の特性上、部屋の外に情報が漏れる心配
がないシステム

• あらゆる角度からの赤外光をキャッチできる赤
外光レシーバー

ソニー製品は安全に十分配慮して設計されていま
す。しかし、電気製品はすべて、まちがった使いか
たをすると、火災や感電などにより人身事故になる
ことがあり危険です。事故を防ぐために次のことを
必ずお守りください。

•安全のための注意事項を守る
この「安全のために」の注意事項をよくお読みく

ださい。

•定期的に点検する
1年に1度は、ACパワーアダプターのプラグ部とコ
ンセントとの間にほこりがたまっていないか、故
障したまま使用していないか、などを点検してく
ださい。

•故障したら使わない
動作がおかしくなったり、ACパワーアダプターな
どが破損しているのに気づいたら、すぐにお買い
上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼
ください。

•万一、異常が起きたら

安全のために警告 警告表示の意味
取扱説明書及び製品では、次のような表示をして
います。表示の内容をよく理解してから本文をお
読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電・破裂などにより
死亡や大けがなどの人身事故が生
じます。
この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電などにより死亡や
大けがなど人身事故の原因となり
ます。
この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故によりけ
がをしたり周辺の家財に損害を与
えたりすることがあります。

危険

警告

注意

注意を促す記号 行為を指示する記号

感電火災 プラグをコン
セントから抜く

行為を禁止する記号

禁止 分解禁止 接触禁止
変な音・においが
したら、煙が出たら

1 電源を切る
2 ACパワーアダプ
ターをコンセン
トから抜く

3 お買い上げ店ま
たはソニ－サ－
ビス窓口に修理
を依頼する

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。万
一、水や異物が入ったときは、すぐにスイッチを切
り、ACパワーアダプターをコンセントから抜い
て、お買い上げ店またはソニーサービス窓口にご相
談ください。

禁止

この製品を海外で使用しない
ACパワーアダプターは、日本国内専用です。
交流100Vの電源でお使いください。海外などで、
異なる電源電圧で使用すると、火災・感電の原因と
なります。

交流100V

雷が鳴りだしたら電源プラグに触れない
感電の原因となります。

接触禁止

指定以外のACパワーアダプターを使わな
い
破裂・液漏れや、過熱などにより、火災、けがや周
囲の汚損の原因となります。

下記の注意を守らない

と、けがをしたり周
辺の家財に損害を
与えたりすることがあ

ります。

ぬれた手でACパワーアダプターにさわら
ない
感電の原因となることがあります。

接触禁止

通電中のACパワーアダプターや製品に長
時間ふれない
長時間皮膚がふれたままになっていると、低温やけ
どの原因となることがあります。

本体やACパワーアダプターを布団などで
おおった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因とな
ることがあります。

禁止

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製
品が落ちてけがの原因となることがあります。ま
た、置き場所、取付場所の強度もじゅうぶんに確認
してください。

警告 注意下記の注意を守らない

と、火災・感電に
より大けがの原因と
なります。感電火災

b

電池についての安全上のご注意
漏液、発熱、発火、破裂などを避けるため、下
記のことを必ずお守りください。

• 火の中に入れない。ショート
させたり、分解、加熱しな
い。

• 乾電池は充電しない。
• 指定された種類の電池を使用
する。

• ‘と’の向きを正しく入れ
る。

• 電池を使い切ったとき、長時
間使用しないときは、取り出
しておく。

• 新しい電池と使用した電池、
種類の違う電池を混ぜて使わ
ない。

液もれが起こったときは、電池入れについた液
をよくふき取ってから新しい乾電池を入れてく
ださい。

注意

警告

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いか
たを示しています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使
いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

警告
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人
身事故になることがあります。
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2 赤外光レシーバーを壁に取り付ける。

取付の際は、あらかじめ取り付け部の材質や強

度をお確かめください。特に石膏ボード・パー

チクルボードなど柔らかい材質への取り付け

は、十分に補強を行ってください。

1 取り付け位置を決め、下穴を開ける。

2 下穴に取り付けネジをしめる。

ネジ頭が壁面から3mmほど浮くようにしてく
ださい。

3 赤外光レシーバー裏面の穴を、取り付けネジ

に掛ける。

ご注意
当社は、取り付ける場所の強度不十分、取り付け方法の
不備による落下などの事故に対する責任は負いかねます
ので、ご了承ください。

3 赤外光レシーバーをAV機器のマイク入力端子
につなぐ。

4 赤外光レシーバーに電源をつなぐ。

ご注意
• この製品には、付属のACパワーアダプター（極性統一
形プラグ・EIAJ規格）をご使用ください。上記以外の
ACパワーアダプターを使用すると、故障の原因になり
ます。

• 製品上のCEマ－クはEU加盟国で販売されるもののみ
に有効です。

( 準備

確認しましょう
はじめに内容物の確認をしてください。
• コードレスマイクロホン

• 赤外光レシーバー

• ACパワーアダプター

• プラグアダプター

• 単3形乾電池

• 取り付けネジ

赤外光レシーバーを設置する
このコードレスマイクロホンシステムは赤外光を
使用しているため、赤外光レシーバーの設置位置
などによって雑音の影響を受けることがありま
す。マイクロホンの発光部と赤外光レシーバーの
間に障害物が入らないようにご使用ください。ま
た、赤外光レシーバーは直射日光やスポットライ
トなどの強い光が当たらない場所に設置してくだ
さい。

1 赤外光の届く範囲について

このコードレスマイクロホンシステムは、高さ

が約2.3m、広さが約4m四方（8～10畳）程度
の壁と天井で囲まれた室内でお使いください。

ご注意
• 壁や不透明なガラスなどは、赤外光を通しませ
ん。マイクロホンは、必ず赤外光レシーバーが
直接見通せる位置でお使いください。

• 本システムは、直接光だけではなく壁や天井か
らの反射光を有効に利用できます。赤外光レ
シーバーを移動させてみて、よりよい受光状態
になる位置に設置してください。また、壁や天
井の色が暗い場合は受信状態が悪くなる場合が
あります。

ACパワーアダプター（付属）

AV機器（MDPなど）

MIC入力端子（標準ジャック）へ

プラグアダプター

（付属）

赤外光レシーバー

3mm

DC IN 9Vジャックへ

極性統一形プラグ

電源コンセントへ

POWERランプ

( 操作

使いかた
1 つないだAV機器の電源を入れる。

2 赤外光レシーバーのPOWERスイッチをONに
する。

赤外光レシーバーのPOWERランプが点灯しま
す。

3 コードレスマイクロホンのPOWERスイッチ
をONにする。
コードレスマイクロホンのPOWERランプと、
赤外光レシーバーのOPERATIONランプが点
灯します。

4 つないだAV機器で音量を調節する。

2組のコードレスマイクロホンシステムを楽しむに
は

MIC入力端子が2つあるAV機器の場合、本システ
ムをもう1組つないで同時に楽しむことができま
す。この場合、1組の赤外光レシーバーとコードレ
スマイクロホンのチャンネルスイッチはMIC1
に、残りの1組のチャンネルスイッチはMIC2にし
てお使いください。（チャンネルスイッチはあらか
じめMIC1に設定してあります。）

MIC1 MIC1

MIC2 MIC2

1 コ－ドレスマイクロホンのチャンネルを合わ

せる。

電池入れの中にチャンネルスイッチがありま

す。電池を入れる際、ボールペンの先などで

赤外光レシーバーと同じチャンネルに合わせ

てください。

MIC1

MIC2

2 赤外光レシ－バ－のチャンネルを合わせる。

赤外光レシ－バ－の裏面にチャンネルスイッ

チがあります。コ－ドレスマイクロホンと同

じチャンネルに合わせてください。

MIC1

MIC2

( その他

使用上のご注意

屋外では使わないでください
このシステムは赤外光を使用しているため、ご使
用になる場所がコードレスマイクロホンから離れ
るにしたがって雑音（ヒスノイズ）が増えたり、ま
た、赤外光がさえぎられた場合は音がとぎれた
り、雑音が入ることがあります。これらの現象は
赤外光の特性によるもので、故障ではありませ
ん。本機は屋外（直射日光下）や太陽光、スポット
ライトなどの強い光があたる場所ではお使いにな
れません。

取り扱いについて
コ－ドレスマイクロホン、赤外光レシ－バ－を落
としたりぶつけたりなど強いショックを与えない
でください。故障の原因となります。

次のような所には置かないでください
• 直射日光があたる所や暖房器具の近くなど温度
が非常に高い所

（なるべく5℃～35℃の範囲でご使用ください。）
• 風呂場など、湿気の多い所

汚れたときは
柔らかい布でからぶきしてください。とくに発光
部や受光部はいつもきれいにしておいてくださ
い。汚れがひどいときは、うすい中性洗剤溶液で
湿らせた布でふいてください。シンナー、ベンジ
ン、アルコールなどは表面の仕上げをいためるの
で使わないでください。

異常や不具合が起きたら
• 万一異常や不具合が起きたとき、異物が中に入っ
たときは、すぐに電源を切り、お買い上げ店、ま
たはソニーサービス窓口にご相談ください。

• お買い上げ店、またはソニーサービス窓口にお
持ちになる際は、必ずコ－ドレスマイクロホン
と赤外光レシ－バ－、ACパワ－アダプタ－を
一緒にお持ちください。

コードレスマイクロホンの準備を

する

1 電池を入れる

1 ボールペンの先などで穴の中を押しながら、

電池ぶたを矢印の方向に引く。

机の上などに置くと、安定して作業できま

す。

2 付属の単3形乾電池を入れる。（‘、’の極性

を正しく入れる。）

3 電池ぶたを閉じる。

電池が消耗してくると

コードレスマイクロホンのPOWERランプが暗く
なり、雑音が多くなってきます。このようなとき
は電池を交換してください。連続使用した場合の
電池の寿命は、単3形アルカリ乾電池で約10時間
です。

故障とお考えになる前に

OPERATION（動作表示）ランプが点灯し
ない。

/ コードレスマイクロホンの電源を入れる。
コードレスマイクロホンの電池を2本とも交換す
る。

/ 赤外光レシーバーの電源を入れる。
/ 赤外光レシーバーの接続を確認する。（「赤外光レ
シーバーを設置する」を参照してください。）

/ 赤外光レシーバーとコードレスマイクロホンのチャ
ンネルを（それぞれMIC1またはMIC2に）合わせ
る。（「2組のコ－ドレスマイクロホンシステムを楽
しむには」を参照してください。）

音が出ない。
/ コードレスマイクロホンの電源を入れる。
コードレスマイクロホンの電池を2本とも交換す
る。

/ 赤外光レシーバーに近づいてコードレスマイクロホ
ンを使う。

/ 赤外光レシーバーとコードレスマイクロホンの間
に、障害物がないか確認する。

/ 赤外光レシーバーの電源を入れる。
/ 赤外光レシーバーにつないだAV機器の電源を入れ
る。

/ 赤外光レシーバーにつないだAV機器の音量を上げ
る。

/ 赤外光レシーバーにつないだAV機器に、スピー
カーまたはヘッドホンを接続する。

/ 赤外光レシーバーとコードレスマイクロホンのチャ
ンネルを（それぞれMIC1またはMIC2に）合わせ
る。

音がひずむ。
/ コードレスマイクロホンの電池を2本とも交換す
る。

スピーカーから「ピー」と音がする

（ハウリングが起こる）。
/ コードレスマイクロホンとスピーカーを離す、また
は向きを変える。

雑音が多い。
/ コードレスマイクロホンの電池を2本とも交換す
る。

/ 赤外光レシーバーとコードレスマイクロホンの間
に、障害物がないか確認する。

/ 赤外光レシーバーに近づいてコードレスマイクロホ
ンを使う。

/ 赤外光発光部を手でおおっていないか確認する。
/ 太陽光が赤外光レシ－バ－にあたらないように、窓
のカ－テンなどを閉める。

ご注意
赤外光がさえぎられてしまうので、
発光部を手でおおわないでください。

チャンネル

スイッチ

POWER
ランプ

POWERスイッチ

OPERATIONランプ

発光部

POWERスイッチ

POWERランプ

約4m

赤外光レシーバー

約4m

コ－ドレス

マイクロホ

ン

MIC入力端子
（ミニジャック）

へ


